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京
阪
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
み
た
漢
語
の
実
態

神

谷

馨

漢
語
（
字
音
語
）

の
ア
ク
セ
ン
ト

（

1
）
 

（
以
下
ア
と
略
記
）
は
、
古
く
は
、
四
声
と
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
、
中
国
語
ア
と
日

本
語
ア
と
の
上
手
な
中
和
策
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
も
、
全
体
と
し
て
、
や
は
り
日
本
語
の
和
語
の
ア
体
系
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
奥
村
三
雄
は
「
伝
統
的
な
漢
語
は
、
和
語
と
同
様
の
対
立
関
係
を
示
す
型
に
多
く
集
ま
る
」
と
、
漢
語
の
分
布
調
査
か
ら

の
傾
向
を
述
べ
て
い
る
。

一
と
こ
ろ
で
、
現
代
日
本
語
は
、
漢
語
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。
し
か
も
日
々
、
新
し
い
漢
語
が
作
ら
れ
、
そ
れ
も
四
字
以
上
の
長
い

語
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
漢
語
は
、
話
し
こ
と
ば
よ
り
も
書
き
こ
と
ば
の
方
に
多
い
だ
ろ
う
し
、
話
す
漢
語
と
読
む
漢
語
と
で

は
、
後
者
の
方
が
多
い
よ
う
に
思
う
。
だ
か
ら
、
読
ん
で
意
味
が
わ
か
っ
て
も
、
そ
れ
を
明
確
な
（
即
ち
、
迷
い
の
な
い
、

一
定
し
た
）

ア
で
発
音
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。

ア
に
体
系
が
あ
る
か
否
か
、

そ
こ
で
、
漢
語
ア
に
つ
い
て
、
現
代
と
い
う
共
時
に
・
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
実
態
に
な
っ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
そ
こ
か
ら
、
漢
語

モル
7

ア
と
形
態
と
の
聞
に
関
係
が
あ
る
か
否
か
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
筆
者
は
大
阪
の
東
区
で
生
れ
育



国
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
』

っ
た
の
で
大
阪
方
言
を
例
に
し
た
い
と
思
う
。
し
か
し
、
漢
語
に
関
し
て
は
、
内
省
に
自
信
の
な
い
点
も
あ
る
の
で
、
平
山
輝
雄
『
全

の
京
都
ア
を
資
料
と
す
る
（
全
漢
語
語
葉
一
九
九
三
二
語
）
こ
と
に
し
、
適
宜
、
筆
者
の
内
省
（
以
下
神
と
注
記
）
と

ア
体
系
の
方
に
関
心

2 

比
較
検
討
す
る
。
京
都
ア
と
大
阪
ア
と
の
相
違
な
ど
、
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
本
稿
は
、
個
々
の
ア
よ
り
も
、

が
あ
る
た
め
、
当
面
は
そ
れ
で
間
に
合
う
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、

ア
体
系
そ
の
も
の
は
、
京
阪
で
そ
れ
ほ
ど
差
は
な
い
と
思
え
る
か
ら

で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
問
題
に
な
り
そ
う
な
点
は
無
視
し
な
い
態
度
を
と
る
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
、
京
阪
ア
と
東
京
ア
と
の
体
系
の
比

較
も
ぜ
ひ
必
要
で
あ
り
、
用
意
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
数
の
関
係
で
省
い
た
。

漢
語
の
中
で
も
、
固
有
名
詞
や
数
を
含
む
語
や
混
種
語
は
、
別
途
に
整
理
し
た
い
の
で
省
い
た
。
な
お
、
⑥
は
平
板
、
①
は
尾
高
、

⑬
は
第
二
拍
目
の
中
途
で
下
降
、
。
⑪
は
、
警
一
一
第
四
拍
目
で
下
降
、
②
は
頭
高
、
③
④
は
第
一
一
一
第
四
拍
目
で
下
降
の
頭
高
型
。

O一字一拍の自立語

② ① ⑥ 

漢 全 7 14 70 
ーーーーー－－－ ーーーー世ーー

語 サ 。2 11 
変

平日 16 18 23 

（
語
・
我
・
魅
・
炉
・
和

（
絵
・
字
・
茶
・
市
・
地
）

ャ

（
胃
・
碁
・
可
・
左
・
他
・
多
・
野
）



一
拍
語
と
い
っ
て
も
二
拍
語
と
等
し
く
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

ヒ

イ

ヒ

ガ

ア

ガ

一
拍
語
と
し
て
発
音
し
な
い
の
で
は
な
い
。
複
合
語
に
な
る
と
必
ず
一
拍
に
な
る
し
（
日
｜
日
当
り
、
我
ー
我
執
）
慣
用

句
や
連
語
に
な
る
と
一
拍
に
な
り
や
す
い
（
「
隣
の
当
る
坂
道
」
「
紛
が
強
い
」
）
。
池
田
要
は
、
単
音
節
語
の
長
音
化
は
語
葉
と
関
係
す

（

4
）
 

る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
長
音
化
し
に
く
い
語
は
、
平
板
型
に
属
し
、
上
昇
下
降
型
は
長
音
化
す
る
語
の
み
に
よ
る
と
も
述
べ
て

京
阪
ア
の
一
字
一
拍
語
に
つ
い
て
は
問
題
が
・
多
い
。

と
は
い
え
、

い
る
。
た
だ
、
氏
の
、
挙
げ
る
用
例
集
の
ア
は
、
筆
者
の
ア
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
し
、
長
音
化
の
し
や
す
さ
し
に
く
さ
も
同
ヒ
で
は

京阪アクセントからみた漢語の実態

な
い
。
言
え
る
こ
と
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
門
和
漢
と
も
平
板
型
の
多
い
こ
と
、
特
に
漢
語
は
そ
こ
に
偏
る
こ
と
。
り
漢
語
は
特
に
、

揺
れ
や
個
人
差
の
激
し
い
こ
と
。
日
頭
高
型
漢
語
は
ご
く
少
数
で
し
か
も
揺
れ
の
ひ
ど
い
こ
と
（
「
胃
・
碁
・
他
」
は
池
田
は
平
板
に
入
れ

る
。
「
他
・
多
・
左
・
野
」
は
、
自
立
性
が
弱
く
、
筆
者
の
場
合
、
助
辞
を
伴
わ
な
い
形
で
の
ア
の
内
省
は
し
に
く
い
）
。
四
長
音
化
し

や
す
い
語
と
し
に
く
い
語
の
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。
そ
し
て
、
漢
語
で
は
、
自
立
語
と
し
て
完
全
で
あ
る
か
、
頻
用
さ
れ
る
か
す
る
と

長
音
化
し
や
す
く
な
る
（
自
立
の
完
全
さ
と
語
の
古
さ
、
頻
用
度
、
日
本
語
化
は
互
に
関
連
す
る
）
。
逆
に
、
自
立
形
態
を
と
っ
て
い
て

も
、
何
ら
か
の
助
辞
を
伴
わ
な
い
と
用
い
に
く
い
語
（
「
こ
の
科
」
「
智
に
さ
と
い
」
）
は
長
音
化
し
に
く
い
。
な
お
、
形
容
動
詞
に
は
な

一
般
的
に
は
「
な
る
」

の
形
、
即
ち
、
文
語
的
に
は
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
「
非

り
に
く
い
。
「
異
な
・
奇
な
」
等
が
あ
る
が
、

な
る
・
愚
な
る
L

等
。
平
板
型
に
偏
り
長
音
化
し
に
く
い
）
0

O

一
字
二
拍
の
自
立
語

、J
I

ノ

シ

ツ

和
語
の
体
言
の
型
よ
り
一
つ
少
な
く
な
り

g
型
が
み
ら
れ
ず
（
榊
で
は
「
質
」
が
一
例
あ
る
）

か
な
い
。
そ
し
て
和
語
で
の
型
と
頻
度
の
関
係
を
漢
語
も
う
け
つ
ぎ
、
し
か
も
そ
の
偏
り
方
が
和
語
よ
り
大
き
い
。
頭
高
型
が
最
も
多

一
字
一
拍
語
の
場
合
と
同
じ
型
し

3 

しミ。



4 

② ζ2詰 ① ＠ 

全 312 。55 46 
漠 -------- －ー圃・・・－－－

チキ
73 。1 27 

ツク

サ
42 。8 8 

変

語 5 。3 5 
な

本口 f本 388 81 121 292 

語 用 2 。76 85 
（
駅
・
曲
・
晩
・
別
・
得

（
運
・
代
・
剣
・
肺
・
宙
）

（
愛
・
策
・
難
・
罰
・
妙
）

漢
語
全
出
語
（
耐
と
異
る
も
の
訂
語
口
%
）

に
関
係
が
あ
る
た
め
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

キ
ク
チ
ツ
で
終
る
語
は
⑥
②
に
集
中
し
、
①
は
、
イ
撹
長
音
（
害
・
胴
・
縁
・
腸
）

O二子のサ変動詞（結合形態のものも含める）

② ① ⑨ 

一拍 。19 1 
二拍 4 38 67 

（
利
す
る
）

（
化
す
る
・
期
す
る
）

（
感
じ
る
・
称
す
る
）

（
応
じ
る
・
論
じ
る
）

関
・
際
・
対
・
冠
す
る
）

全
問
語
（
掛
と
の
異
日
語
M
%

の
み
か
ら
成
る
。
こ
れ
は
、
音
韻
と
ア
と
の
問



一
拍
漢
字
の
サ
変
動
詞
は
①
に
、
二
拍
漢
字
の
は
⑪
⑦
に
多
い
。
二
拍
の
場
合
は
、
和
語
の
二
拍
の
用
言
の
頻
度
と
傾
向
は
同
む
に

O
二
字
二
拍
の
自
立
語

な
っ
て
い
る
。
即
ち
こ
れ
ら
は
、
も
と
の
漢
語
の
ア
を
崩
し
て
和
語
化
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

京阪アクセントからみた漢語の実態

② ＠ ① ＠ 

全 488 24 55 35 
明咽ー．．幽白ーー －－・ーーーー ・・ーーーー，

b卜
59 。19 1 

変

8 3 4 6 
な

（
布
施
・
医
者
・
胡
麻
・
地
味
）
（
サ
変
の
一
例
は
「
畏
怖
」
榊
で
は
②

（
皮
膚
・
予
備
・
住
置
・
野
卑
）

（神）

は

「
l
｜
九
法
」

は
な
し
）

（
秘
書
・
幾
可
・
午
後
・
無
茶
）

（
部
下
・
危
機
・
予
知
・
馬
鹿
）

全
仰
語
（
怖
と
の
異
臼
語

M
%）

守合。
最
も
多
い
の
は
②
で
あ
る
。
こ
れ
も
二
拍
の
和
語
体
言
の
傾
向
と
似
て
、
和
語
よ
り
著
し
い
。
動
詞
化
し
う
る
語
は
⑦
②
に
集
中
す

O
二
字
三
拍
の
自
立
語

（1
＋
2
）
拍
語

①
に
最
多
。
⑪
は
、
後
部
要
素
が

「
乞
食
・
午
前
・
兎
角
」
の
み
。
）
動
詞
は
な
く
、
形
容
動
詞
語
尾
「
ー
な
」
を
と
る
の
は
一
例
「
自
由
」
の
み
で
あ
る
。
③
は
皆
無
。

5 

（2
＋
1
）
拍
語

セ
i
「
性
」
や
「
終
・
兵
・
由
・
相
」
な
ど
長
音
化
さ
れ
る
語
が
く
る
（
お
の
中
、
そ
う
で
な
い
の
は



6 

③ ② 。① ⑥ 
全 。459 26 1459 411 1 

漢 品『’ E －－与『・ー

サ 。23 。260 25 十
完4カ1て

語 。15 1 84 12 2 な

平日 体 2 83 55 74 168 3 

語 用 10 24 84 拍

／工＼ 40 1509 60 460 168 2 

i葉
サ
7 209 。203 9 ＋ 変

t吾
2 32 。12 1 1 な

（
和
語
は
「
あ
J
お
」
の
み
）

（
美
人
・
苦
戦
・
不
服
）

（
和
解
・
未
熟
・
異
常
）

（
知
性
・
乞
食
・
自
由
）

（
利
益
・
区
別
・
愉
快
）

全
側

（
怖
と
の
異
倒
語
川
%
） （

陸
地
・
整
理
・
温
雅
）

評
語
・
消
費
・
丈
夫
）

（
坊
主
・
紅
茶
・
丁
度
）

（
半
紙
・
熟
知
・
安
価
）

（
目
下
・
列
挙
・
質
素
）

②
に
最
多
。
③
は
第
二
拍
が
捉
音
に
な
る
も
の
（
ク
・
ツ
）
⑪
は
第
二
拍
が
長
音
化
す
る
も
の
や
撹
音
の
も
の
が
多

い
よ
う
で
あ
り
、
用
言
に
な
る
例
は
見
当
ら
な
い
。
①
は
、
イ
撹
長
捉
音
が
第
二
拍
に
く
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
以
外
は
冗
語
で
あ
る
。

の
み
で
あ
る
。

九
の
中
、

日
語
は
「
キ
ク
ツ
」
プ
ラ
ス

「
ガ
・
サ
・
ザ
・
シ
ャ
行
」
（
「
席
次
・
俗
語
」
等
）
で
そ
れ
以
外
の
行
は
乱
語
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
無
声
化
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
②
に
は
第
二
拍
の
捉
音
は
な
い
。

二
字
三
拍
語
は
、
①
②
に
多
く
、
動
詞
（
特
に
①
）
も
形
容
動
詞
も
そ
こ
に
多
い
と
い
え
る
。
和
語
と
必
ず
し
も
そ
の
頻
度
を
同
ビ

く
し
て
い
な
い
o

な
お
こ
の
他
に
、
和
語
に
は
⑬
（
出
っ
ぱ
・
の
っ
ぽ
）
が
あ
る
が
、
漢
語
に
は
な
い
。



O
二
字
四
拍
の
自
立
語

こ
れ
は
語
数
が
多
い
。
型
は
一
⑨
に
断
然
多
い
。
型
の
種
類
も
、
和
語
体
言
と
同
じ
く
多
い
。
④
は
、
第
二
拍
日
が
長
音
化
し
た
り
撹

音
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
④
⑪
に
は
用
言
は
な
い
。
⑪
に
は
副
詞
が
多
い
。
③
は
、
第
二
拍
が
捉
音
化
す
る
語
（
ツ
ク
）

で
あ
る

o
Oは
、
第
二
拍
が
イ
撹
長
音
に
多
い

o①
は
、
イ
捉
撰
長
音
が
多
く
、
そ
れ
以
外
は
却
語
（
判
明
で
は
ロ
語
）
で
あ
る
。
②
は

第
二
拍
に
捉
音
は
な
い
。

京阪アクセントからみた漢語の実態

④ ③ ② ⑪ 。① ＠ 
全 7 43 603 22 113 589 6603 

t莫 －－－’－－－ －－－－－－ー同
--------

－－－－・・・－ー

サ 。9 50 。 9 126 
変

言吾

な
。5 15 。 6 30 

和 体 78 49 30 51 47 227 375 

7 

（
愛
情
・
秀
才
・
運
動
・
熱
心
）

（
人
間
・
包
丁
・
浪
人
・
平
等
）

（
兄
第
・
生
物
・
辛
抱
・
現
金
）

（
大
概
・
大
抵
・
段
々
・
毎
日
）

（
正
体
・
現
代
・
挨
拶
・
親
切
）

（
各
国
・
説
教
・
結
構
・
厄
介
）

（
蝋
燭
・
道
楽
・
半
白
・
短
冊
・
正
月
・
巾
着
・
万
才
）

全
7980 

（
耐
と
異
揃
語
口
一
%
）

（
和
語
は
「
あ
l
L
U
」
の
語
の
み
）



8 

以
上
の
よ
う
に
、
自
立
の
単
純
語
の
調
査
を
し
た
が
、
ど
の
場
合
も
、
大
体
⑪
⑦
嵐
山
宮
が
型
の
中
心
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
以
外
の
型
は
、
語
数
も
多
く
な
く
、
音
韻
的
に
何
か
の
特
徴
の
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
い
わ
ば
型
く
ず
れ
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
⑪
①
②
以
外
の
型
の
音
韻
構
造
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
体
第
二
拍
目
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え

よト
7
0

出口
＠口

I! ＠ 
＠ 

口

回目日

口
十
口
口
（
高
U
U

口
口
問
問
団

い
サ
山
吉
一

間

と
こ
ろ
で
、
音
韻
と
関
係
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
分
析
す
る
に
は
複
雑
す
、
ぎ
る
の
だ
が
、
次
の
よ
う
な
語
が
く
る
と
、
あ
る
型
に
な

り
た
が
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
語
（
厳
密
に
は
形
態
）
の
意
味
と
も
関
係
し
そ
う
で
あ
る
。
二
字
の
語
に
つ
い
て
、
⑦
②
型
に
な

り
や
す
い
も
の
を
列
、
挙
し
て
み
る
。



（
二
拍
）

①
i
化
（
瞬
・
気
）
！
死
（
結
・
仮
）

（
三
拍
）

①
汚
l
（
職
・
水
）
帰
l
（
国
・
宅
）
愚
｜
（
見
・
妻
）
移
l
（
管
・
住
）
異
｜
（
常
・
国
）
加
｜
（
入
・
熱
）
私
｜
（
案
・
営
）

私
｜
（
案
・
営
）
自
l
（
活
・
供
）
女
1

（
傑
・
工
）
多
！
（
大
・
忙
）
渡
｜
（
英
・
来
）
微
｜
（
妙
・
震
）
美
｜
（
食
・
点
）

京阪アクセントからみた漢語の実態

破
｜
（
産
・
綻
）
未
1

（
開
・
婚
）
予
1
（
情
・
告
）
離
｜
（
郷
・
修
）
旅
｜
（
客
・
行
）
和
l
（
装
・
解
）

1

化
（
悪
・
硬
）

ー
死
（
圧
・
急
）
｜
有
（
固
・
市
）
｜
加
（
参
・
追
）

i
用
（
社
・
多
）

1

車
（
電
・
発
）
｜
止
（
廃
・
中
）

i
的
（
知
・
私
）

②
長
｜
（
期
・
者
）
悪
｜
（
意
・
夢
）
各
l
（
位
・
自
）
外
l
（
気
・
地
）
戦
l
（
火
・
士
）
全
｜
（
科
・
治
）
大
！
（
家
・
挙
）

短
i
（
歌
・
所
）
内
｜
（
意
・
助
）
本
l
（
拠
・
土
）
名
｜
（
医
・
句
）
｜
下
（
階
・
城
）
｜
学
（
科
・
美
）
｜
長
（
座
・
市
）

i
者
（
作
・
信
）
｜
部
（
上
・
患
）
｜
内
（
区
・
以
）

⑬

今

l
（
度
・
夜
）
何
｜
（
住
・
時
）

（
四
拍
）

①
常
｜
（
温
・
習
）
新
｜
（
鋭
・
劇
）
外
｜
（
人
・
観
）
代
｜
（
数
・
作
）
題
｜
（
目
・
材
）
先
｜
（
発
・
輩
）
町
｜
（
人
・
名
）

中
i
（
元
・
心
）
通
！
（
勤
・
俗
）
同
｜
（
権
・
行
）
純
｜
（
白
・
情
）

9 

②
各
i
（
人
・
界
）
当
｜
（
代
・
年
）
本
｜
（
校
・
国
）
｜
山
（
高
・
連
）

1

内
（
国
・
室
）
｜
外
（
国
・
室
）
｜
力
（
活
・
効
）

①

⑪

⑪

毎

l
（
タ
・
週
）
何
｜
（
才
・
年
）
明
l
（
春
・
晩
）
今
｜
（
月
・
暁
）
農
1

（
業
・
民
）

な
お
、
二
字
が
互
に
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
②
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
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反
対
語
！
可
否
・
公
私
・
上
下
・
表
裏
・
悲
喜
・
有
無
・
苦
楽
・
善
悪
・
当
落
・
損
益
・
大
小

並
立
語
l
人
畜
・
神
仏
・
心
身
・
水
陸
・
年
月

こ
こ
で
、

一
字
詰
・
二
字
語
の
漢
語
を
語
基
と
し
て
考
え
た
場
合
ど
う
な
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
元
来
、

二
子
の
漢

字
は
、
語
と
し
て
自
立
す
る
も
の
、
結
合
す
る
も
の
、
自
立
・
結
合
両
方
に
使
え
る
も
の
、
結
合
で
し
か
使
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ

れ
は
又
、
音
よ
み
専
用
か
、
訓
よ
み
に
も
使
え
る
か
と
い
う
こ
と
と
も
関
連
し
よ
う
。

自
立
語
基
（
音
が
自
立
し
う
る
）

川
音
の
み
｜
胃
・
絵
・
紹
・
茶
・
僧
・
棒
・
式
・
毒

同
何
ら
か
の
訓
も
あ
る

I
骨
・
音
・
文
・
美
・
曲
・
綿
・
無
・
命

川
文
語
的
・
慣
用
句
的
に
用
い
、
訓
の
な
い
語
が
多
い
｜
和
・
他
・
師
・
非
・
医
・
想
・
忠
・
感

ω対
立
・
並
立
語
の
一
部
や
語
の
一
部
が
独
立
｜
接
辞
化
｜
優
・
良
・
可
・
上
・
中
・
下
・
部
・
課
・
都
・
道
・
府
・
県
・
・
正
・
邪

同
派
生
の
一
部
と
な
る

自
立
の
場
合
の
意
味
を
残
す
死
す
・
座
す
・
四
角
い
・
俗
な
・
急
に
・
実
に
・
雑
と

語
源
は
と
も
か
く
自
立
の
意
味
と
ず
れ
る
｜
約
す
・
変
な
・
乙
な
・
本
に
・
決
し
て
・
乙
粍

結
合
語
基
（
音
が
自
立
し
え
ぬ
）

山
門
訓
を
も
っ
！
離
・
保
・
花
・
破
・
春
・
山
・
高

川
訓
が
な
い
｜
械
・
磁
・
査
・
哲
・
鉱
・
婦

同
訓
が
な
く
語
基
に
も
な
り
に
く
い
挨
拶
・
瑠
璃
・
醸
寵



そ
の
音
の
ま
ま
で
は
語
基
に
な
り
に
く
い
｜
提
燈
・
椅
子
・
炭
団
・
塔
頭
（
唐
音
）

川
派
生
の
一
部
と
な
る
｜
お
嬢
さ
ん
・
坊
さ
ん
・
ご
飯
・
こ
判
・
お
代
・
ま
っ
向
・
料
る
・
力
む
・
特
に
・
篤
と
・
楓
と
・
杏
と
し
て

・
平
ち
ゃ
ら
・
切
に
・
断
ピ
て
・
概
し
て
・
頑
と
し
て
・
暗
に
・
丁
と
・
鈍
な
・
嫁
す
・
制
す
・
察
す

二
字
の
自
立
語
は
、
こ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き
る
。
し
か
も
、
出
来
た
二
字
の
語
は
、
元
の
一
字
の
語
基
の
意
味
と
変
っ
た

り
、
ず
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
。
元
に
近
い
場
合
会
主
と
し
、
語
源
は
と
も
か
く
、
外
れ
た
場
合
を
外
と
す
る
と
、
次
の
ご
と
き
組
み

京阪アクセントからみた漢語の実態

合
わ
せ
が
で
き
る
（
む
ろ
ん
、
大
て
い
の
語
は
そ
の
境
界
が
あ
い
ま
い
だ
し
、
比
喰
も
か
ら
む
）
。

正
自
＋
正
自
｜
苦
楽
・
善
悪
（
対
立
）
、
心
身
・
水
陸
（
並
立
）
、
絵
本
・
論
文
・
雑
芸
・
僧
服
（
修
飾
）

正
自
＋
外
自
、
ま
た
は
、
外
自
十
正
白
、
ま
た
は
、
外
自
＋
外
白
i
本
番
・
天
火
・
茶
番
・
段
々
・
寒
天

正
自
＋
結
合
｜
鉄
鉱
・
天
国
・
軍
人
・
象
牙

外
自
＋
結
合
｜
台
調
・
段
落
・
円
満
・
勘
当

結
合
＋
正
自
i
除
数
・
造
語
・
争
乱
・
退
席

結
合
十
外
自
｜
初
段
・
真
髄
・
早
晩

結
合
十
結
合
l
灯
油
・
電
子
・
人
間
・
山
林

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
二
字
の
単
純
自
立
語
と
し
て
述
べ
た
も
の
も
、
ま
た
内
部
構
造
は
複
雑
で
あ
り
、
あ
た
か
も

複
合
語
的
な
構
成
を
も
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
接
辞
的
な
要
素
も
生
む
る
の
で
あ
り
、
事
実
、
次
節
に
述
べ
る
複
合
語
に
お
け
る

接
辞
と
一
致
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

11 

こ
こ
で
、
漢
語
の
種
々
の
形
態
を
、
語
構
成
の
上
か
ら
概
観
し
て
お
く
。



（単純語 AiAz C.接尾辞

A 複合語（内部複合語A.< ぷる・めく

内部派生語As< らしい

る・す・な
B｛体言的用法（株） さん・め

副詞

A+C （派生語）
D.助詞

A十D
A+E （節や句）

E.助動詞

12 

A1 l一字自立語
-l （我・絵・駅・愛）

Az l二字自立語
“l （医者・意見・運命）

Ai又はん＋接尾

A, { （美化・倍化・運命的）
》目接頭＋A，又は

（新生活・不親切）

Ar又はA+A，又はAz
（社会生活・愛情過多）

A, j As+ Ai又はAz
l A4ートAs

As 

～の死！～得

～拒否，～良好
B{ 
～後，～時，～場合

約・午後・絶対・段々



（
こ
れ
ら
の
説
明
お
よ
び
、

ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
用
意
が
あ
る
が
、
別
の
機
に
ゆ
ず
る
。
そ
れ
と
併
せ
読
ま
れ
る
な
ら
幸

甚
で
あ
る
。
た
だ
、

ア
表
に
は
記
し
て
お
い
た
。
）

四

一
字
自
立
語
に
限
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

京阪アクセントからみた漢語の実態

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
厳
密
に
い
う
と
、
漢
語
の
単
純
語
は
、

一
応
ん
ん
を
単
純
語
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
字
以
上
の
語
、
複
合
語
は
、
大
部
分

二
字
白

立
語
も
、

別
々
に
分
け
に
く
い
点
、
が
多
い
た
め
、

が
二
つ
以
上
の
要
素
に
分
け
ら
れ
る
（
本
稿
で
は
、
二
字
と
三
字
以
上
の
語
と
で
区
別
し
て
出
発
し
た
が
、
字
数
に
関
係
な
く
内
部
を

観
察
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
）
0

そ
こ
で
、
複
合
語
の
ア
を
、
前
と
同
様
に
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
語
基
の
結
合
に
は
、
あ
る
程
度
確
か
な
法
則
の
あ
る
こ
と
、
そ

れ
は
、
語
基
の
性
格
や
語
基
聞
の
関
係
、
語
基
か
接
辞
か
等
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。

ー

♀

ま
ず
、
自
立
し
う
る
一
語
基
を

Z
と
す
る
）

0
2
の
最
小
単
位
は
、
単
純
語
A
A
か
ら
成
る
。
ア
の
高
低
や
、
高
起
式
・
低
起
式
等
は
、

表
の
よ
う
に
示
し
た
。
接
辞
は

α
と
す
る
。

α
の
う
ち
、
接
頭
辞
（
お
よ
び
そ
の
類
）
は
戸
の
前
に
、
接
尾
辞
（
お
よ
び
そ
の
類
）
は

戸
の
後
に
つ
け
る
。
高
く
つ
く
な
ら
上
に
、
低
く
つ
く
な
ら
下
に
記
す

o
Zは、

α
や
別
の

Z
が
つ
い
て
一
段
大
き
な
戸
に
で
き
る
。

そ
れ
に
さ
ら
に
d
ゃ

2
が
つ
い
て
、
次
第
に
大
き
な
語
に
も
な
る

0
2は
、
元
来
は
自
立
語
だ
が
、
語
基
と
な
る
と
っ
一
種
⑪
あ
嵐
山
首
型
し

か
な
い
。
こ
れ
は
、
単
純
語
の
型
の
中
心
が
そ
の
三
種
だ
と
前
に
述
べ
た
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。
複
合
語
を
二
要
素
に
分
け
た
場
合
、

前
部
要
素
と
な
る
自
立
語
基
は
全
て
平
板
、
後
部
要
素
と
な
る
自
立
語
基
は
全
て
頭
高
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
戸
以
外
の
部
分
で
あ

13 

る
が
、

Z
の
ア
の
型
を
決
め
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
語
葉
的
・
語
構
成
的
に
、
接
辞
と
思
わ
れ
る
も
の
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
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「
化
・
語
・
派
・
代
・
用
・
流
・
性
・
家
」
（
動
詞
・
形
状
・
体
言
等
を
作
る
）
、
「
会
・
学
・
期
・
費
・
力
・
部
」
（
体
言
の
み
）
等
は
、

語
基
の
後
部
に
つ
き
、
「
現
・
再
・
軽
・
原
」
「
不
・
新
・
同
・
未
」
等
は
語
基
の
前
部
に
つ
き
、
夫
々
、
表
の
ご
と
き
っ
き
方
を
し
て

語
基
の
ア
を
決
め
る
。

次
に
、
調
査
の
実
数
を
述
べ
て
お
く
。
三
字
以
上
の
字
音
語
全
六
一

O
四
語
に
つ
い
て
、
結
合
語
ア
を
大
雑
把
に
調
査
し
た
。
そ
し

て
、
表
示
の
よ
う
な
ア
法
則
が
見
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
平
山
ア
で
は
規
則
表
に
合
わ
な
い
語
で
も
、
筆
者
の
ア
で
は
合
う
も
の
は
、

規
則
表
に
合
う
も
の
と
み
な
し
た
。
漢
語
ア
に
は
揺
れ
が
あ
る
し
、
平
山
ア
に
は
一
つ
の
型
し
か
載
せ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
く
ら
い

は
許
さ
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
て
も
法
則
に
合
わ
ぬ
語
を
州
、
結
合
以
前
の
一
方
文
は
両
方
の
ア
不
明
凶
、
接
辞
で
あ
る

が
、
そ
の
ア
不
明
川
、
結
合
し
て
い
る
の
に
頭
高
山
、
結
合
し
て
い
る
の
に
平
板
州
、
と
し
て
左
の
よ
う
な
数
字
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

「
県
知
事
」

の
「
県
」
の
よ
う
な
の
は
、
接
辞
と
み
る
よ
り
も
一
字
自
立
語
と
し
て
、

ア
法
則
に
従
っ
て
み
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
、

二
字
以
上
の
語
基
を
中
心
と
し
た
い
の
で
（
一
字
の
語
基
は
、
自
立
性
の
強
い
語
は
多
く
な
い
し
、

又、

い
ろ
い
ろ
な
語
の

要
素
に
も
な
り
う
る
。

ア
法
則
も
、
二
字
の
場
合
よ
り
も
整
理
が
し
に
く
い
）
「
県
」
な
ど
の
一
字
語
は
、
接
辞
か
語
基
か
の
判
定
は
む

っ
か
し
い
。
接
辞
的
に
他
の
語
基
に
多
く
っ
き
、

ア
に
型
を
求
め
る
も
の
な
ら
、
や
は
り
接
辞
に
類
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

五

表
で
示
し
た
よ
う
に
、
漢
語
ア
に
は
、
内
部
の
結
合
に
お
い
て
、
法
則
め
い
た
も
の
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
即
ち
、
全
語
の
う

ち
U
%の
み
が
法
則
に
合
わ
な
い
語
で
あ
り
、
他
は
、
合
っ
て
い
る
か
凶
剛
山
間
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
附
に
な
る
語
も
、
例
え
ば

「
夏
期
②
↓
夏
期
講
座
⑪
（
法
則
な
ら
⑤
）
」

の
よ
う
に
、
元
の
自
立
語
の
ア
を
変
え
て
し
ま
う
か
ら
附
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
結
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家来・堂 業・！豊田国 超国副・量 私・微・準 li1ど とか へ・と -11まい きょーいく十か

製党・ft 軍・室’紙 猛田老・総 助・女正 (1らい ＂＂だけ や・も 」Z α1 
的・大順 質・図・税 公半・終 来・胃腸 ム♂そ （か） より・やら （教育家）

別書・画 戦・旗固体 直内・難 農，無 ムさ1え （がしら） 者ry・疋の きょーいく＋iめん

地証・島 問・度目帯 上大・小 ザも する まで固など JI: α2 
系味・教 人・法目民 全国長・短 6 Uか Aです ばかり （教育面）

塔・草・帳 面・藁量 手L・タ・本 （ずあ） 告んか さい＋き2ーいく
鹿・場・制 類・下回記 別・急・逆 （加え） 主人て a, Jt 
式隊・亭 機・［王国士 金銀・熱 lfpのあるもムl峨：：・11企iゆ：つ〈在 （再教育）

中田刀・灯 誌・車・者 脳・悪 のIi高〈つ〈 畦〈っotくzこzとと疋「けで「り〈すl （さ） しん仁Lトきょ」J乞ーいく
ときiiそこま あり にとなって置

版盤・状 夫・揖員 で高〈在る＝ Iiどれも高征 つくことあ （よ） a・」
いずれにもつ （新教育）

（ム） 332(5.4%) 

(0）臼（1.04%) 

そのうち，（×） 257語（4.2%)

( 2 ) 121 (1. 9 % ) 
全6104
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合
の
仕
方
は
、
そ
の
語
基
の
ア
を
変
え
た
上
で
は
法
則
的
に
な
っ
て
い
る
語
が
多
い
の
で
あ
る
。
事
実
、
結
合
以
前
の
こ
の
よ
う
な
自

立
語
基
自
体
の
ア
の
違
い
は
、
平
山
ア
と
筆
者
と
で
違
い
の
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
（
「
愛
読
」
①
↓
「
愛
読
者
」
⑪
、
怖
で
は
⑨
↓

⑤
）
。
こ
れ
ら
は
、
平
山
ア
は
平
山
ア
と
し
て
、
筆
者
は
筆
者
と
し
て
、
夫
々
結
合
ア
が
法
則
に
合
う
わ
け
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
（

だ
か
ら
、
こ
う
い
う
場
合
は
正
と
し
た
）
。
「
夏
期
」
の
よ
う
に
、
平
山
ア
も
筆
者
の
ア
も
同
じ
な
の
に
、
結
合
の
と
き
ア
が
変
る
附
の

は
、
や
は
り
、
漢
語
ア
の
揺
れ
や
す
さ
（
「
夏
期
講
座
」
は
、
⑪
に
も
⑤
に
も
使
う
で
あ
ろ
う
）
と
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
。
次
に

附
以
外
の
も
の
を
と
り
上
げ
て
み
よ
う
。

凶
に
な
る
も
の

川
暗
々
劃
・
遺
留
町
叫
・
起
重
樹
・
愚
連
附
・
下
手
川
・
経
常
期
・
顕
微
銅
・
大
理
司
・
公
会
堂
・
自
叙
伝
・
水
族
館
・
敵
慌
心
・
道
租

糊
・
日
章
瑚
・
風
来
瑚
・
分
水
制
・
文
房
到
・
防
波
矧
・
未
亡
川

こ
れ
ら
は
、
接
辞
的
な
要
素
が
あ
る
が
、
他
の
要
素
が
自
立
で
き
ず
、

し
か
も
他
の
語
基
や
接
辞
と
も
結
び
に
く
い
r

（
用
例
の
極
少
、

派
生
表
を
作
れ
な
い
）
孤
立
の
結
合
語
基
と
い
え
る
。

「
欠
食
児
童
・
食
虫
植
物
」
の
よ
う
に
、
後
部
要
素
が
自
立
語
基
の
も
の
も

少
な
く
な
い
。

同
修
道
刻
・
修
道
阿
・
唯
心
判
明
・
唯
心
到
謝
・
自
画
像
・
自
画
白
讃
・
防
空
壕
・
防
空
演
習

こ
れ
ら
は
、
幾
つ
か
の
接
辞
や
語
基
が
後
部
要
素
に
来
て
い
て
川
ほ
ど
孤
立
し
な
い
が
非
自
立
の
語
基
で
あ
る
。

川
川
晴
耕
雨
読
・
善
男
善
女
・
日
進
月
歩
・
半
信
半
疑
・
不
即
不
難
・
万
有
引
力
・
竜
頭
蛇
尾

漢
字
四
字
で
慣
用
・
熟
語
・
成
語
な
ど
を
な
す
も
の
。
⑥
型
に
な
る
も
の
が
多
い
。
二
要
素
に
分
け
ら
れ
そ
う
だ
が
、
自
立
し
に
く

く
四
字
で
一
語
と
み
な
す
の
が
自
然
で
あ
る
も
の
。
問
問
に
も
あ
る
。



ω青
少
年
・
尺
貫
法
・
祝
祭
日
・
動
植
物
・
祖
父
母

こ
れ
ら
は
こ
語
の
混
合
・
合
併
と
み
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
。

制
松
竹
梅
・
真
善
美
・
都
道
府
県
・
南
南
西
・
北
々
東
・
北
々
西

三
語
の
並
立
的
用
法
。

川
門
唇
気
榎
・
地
団
太
・
天
婦
羅
・
依
伯
地
・
如
雨
露
・
都
々
逸
・
破
天
荒
・
素
寒
貧

京阪アクセントからみた漢語の実態

こ
れ
ら
は
二
要
素
に
分
け
難
く
日
本
語
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

川
凡
帳
面
・
金
輪
際
・
落
花
生
・
醍
醐
味
・
虚
無
僧

語
源
は
と
も
か
く
、
元
の
語
基
の
意
味
に
遠
く
、

一
五
ロ
ヒ
し
た
も
の
。

一
圭
ロ
，
n

l

J

J

f

ν

制
に
な
る
も
の

買
え
母
・
到
石
灰
・
到
面
白
・
淵
呼
吸
・
判
成
分
・
削
例
年
度
・
制
父
母
・
耐
火
山
・
謝
兄
弟

接
辞
ら
し
い
が
、
用
例
が
少
な
く
、
と
る
ア
の
型
を
法
則
化
し
に
く
い
も
の
。

凶
に
な
る
も
の

天
下
泰
平
・
猪
突
猛
進
・
無
念
無
想
・
支
離
滅
烈

聞
に
な
る
も
の

＠
＋
⑨
（
伍
語
）
有
象
無
象
・
巧
言
令
色
・
正
真
正
銘
・
単
万
直
入
・
絶
対
絶
命
・
基
本
的
人
権

＠
＋
＠
（
高
＋
低
－

M
語
）
発
売
禁
止
・
発
育
不
全
・
油
断
大
敵
・
新
進
気
鋭
・
平
穏
無
事

前
部
⑥
（
発
売
）
後
部
①
（
禁
止
）
に
多
い
。
側
の
ア
で
は
こ
れ
ら
は
結
合
す
る
と
①
に
な
る
。

17 



18 

①
⑪
十
⑥
（
後
部
低
－

4
語
）
用
意
周
到
・
中
央
集
権
・
白
紙
委
任
状
・
不
眠
不
休

な
お
、

Z
＋
2
が
新
た
な
語
基
と
な
り
、
そ
れ
に
接
辞
や
戸
の
つ
い
た
語
も
法
則
は
同
様
に
調
査
し
た
。
そ
れ
ら
も
大
体
法
則
に
従

っ
て
い
る
（
人
工
⑨
↓
人
工
栄
養
⑥
↓
人
工
栄
養
盟
⑧
、
精
神
②
↓
精
神
分
裂
⑥
↓
精
神
分
裂
症
⑨
）
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

一
語
の
ア

は
、
や
は
り
接
辞
が
決
め
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
長
い
漢
語
に
な
る
に
つ
れ
、
二
字
の
語
の
場
合
よ
り
も
接
辞
が
か
な
り
意
味

的
に
明
確
に
な
っ
て
く
る
が
、
語
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、
接
辞
ら
し
い
接
辞
（
ア
の
明
白
な
）
は
、
語
の
ア
を
決
め
る
力
が
強
い
と
い

え
そ
う
で
あ
る
（
例
え
ば
「
精
神
＋
分
裂
症
」
と
考
え
る
な
ら
、
出
来
た
語
は
⑥
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
な
る
例
は
ほ
と

ん
ど
な
い
）
。
語
は
長
く
な
る
に
つ
れ
、
前
部
要
素
か
ら
平
板
化
し
て
ゆ
く
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
し
て
そ
の
平
板
前
部
要
素
が
、
後

部
要
素
を
頭
高
で
従
え
る
か
、
接
辞
で
決
め
ら
れ
る
か
し
て
、

α
に
つ
い
て
は
、
表
に
、
挙
げ
た
よ
う
に
、
か
な
り
の
も
の
を
取
り
出
せ
る
。
そ
れ
ら
の
例
か
ら
、
漢
語
の
接
辞
は
一
字
か
ら
成
る
の

一
語
の
ア
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

が
普
通
だ
と
い
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
、
接
辞
か
語
基
か
に
つ
い
て
、
和
語
の
場
合
よ
り
も
不
明
瞭

だ
。
そ
の
理
由
は
三
つ
ほ
ど
あ
る
。
い
け
ま
ず
、
漢
語
の
語
基
と
は
何
か
と
い
う
根
本
問
題
に
関
係
す
る
。
漢
語
に
お
け
る
完
全
な
自
立

五
ロ
＋
品
、

三三ロ’
f
u守

一
字
自
立
語
ん
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
は
全
て
、
広
義
の
複
合
語
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

二
字
以
上
の
一
一
週
間
の
内
部
に
お

い
て
、
意
味
機
能
上
、
軽
重
や
差
異
が
あ
れ
ば
、
接
辞
的
な
部
分
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ア
に
も
反
映
し
て
い
る
た
め
、
力
関

係
と
し
て
、
接
辞
と
考
え
て
よ
い
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
そ
れ
も
、
程
度
の
差
で
あ
り
、
接
辞
の
要
素
が
、
語
基
と
し
て
、
前

部
に
も
後
部
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
接
辞
の
ア
も
、
法
則
と
し
て
例
外
も
多
い
。
口
接
辞
と
思
わ
れ
る
要
素
も
、

一
つ
の
土
日

よ
み
を
も
っ
。
そ
し
て
、
そ
の
一
字
に
、

い
く
つ
か
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
和
語
の
接
辞
に
比
べ
、
形
態
的
に
明
ら
か
で
な

い
代
り
に
、
接
辞
以
外
に
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
日
接
辞
と
思
わ
れ
る
要
素
も
、

い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
。

「
活
・
直
・
米
；
泉
、

一

i

！

l

i



会
・
図
・
部
・
量
、
悪
・
熱
・
胃
・
金
、
塔
・
堂
・
派
、
案
・
税
」
の
よ
う
に
、
自
立
単
純
語
に
な
れ
る
も
の
、
「
米
・
画
・
昧
・
草
、

人
・
国
・
紙
・
戦
・
薬
・
力
、
軽
・
高
・
最
、
長
、
新
・
同
」
の
よ
う
に
、
音
よ
み
の
ま
ま
で
は
自
立
で
き
な
い
が
、
そ
の
ま
ま
意
味

と
し
て
は
（
訓
を
も
ち
）
自
立
し
て
訓
の
意
味
と
も
対
応
し
て
い
る
も
の
、
「
系
・
制
、
期
・
感
・
団
、
農
・
原
・
両
」
の
よ
う
に
訓
も

な
く
自
立
も
し
に
く
い
も
の
、
「
的
・
流
・
風
・
本
」
の
よ
う
に
、
音
と
訓
で
意
味
が
ぴ
っ
た
り
せ
ず
自
立
も
し
に
く
い
も
の
等
に
分
け

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
つ
く
語
基
の
部
分
も
、
実
は
こ
の
よ
う
に
、
自
立
非
自
立
の
種
々
の
段
階
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら

京阪アクセントからみた漢語の実態

が
互
に
結
び
つ
い
て
で
き
た
語
は
、
非
常
に
複
雑
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
は
扱
い
き
れ
な
い
が
、

語
内
部
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
も
、
語
構
成
や
ア
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
っ
て
（
対
立
の
語
は
②
に
な
り
や
す
い
と
か
い

う
の
は
そ
の
現
わ
れ
て

い
ず
れ
考
慮
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
文
の
シ
ン
ク
タ
ッ
ク
ス
と
も
関
係
し
て
ゆ
く
。
例
え

ば
B
に
挙
げ
た
よ
う
な
用
法
は
、
漢
語
が
、
助
調
も
接
辞
も
伴
わ
ず
、
裸
の
ま
ま
で
用
法
を
異
に
し
て
ゆ
く
。
体
言
と
副
調
と
で
ア
が

異
っ
た
り
す
る
つ
段
々
」
体
言
＠
、
副
調
⑪
）
現
象
も
面
白
い
し
、
又
、
品
調
に
よ
っ
て
ア
に
偏
り
の
あ
る
こ
と
も
、
当
然
と
は

い
え
や
は
り
漢
語
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
と
関
係
が
な
い
と
は
？
え
な
い
。
ま
た
、
接
頭
語
か
連
体
調
か
に
つ
い
て
は
、
漢
語
の
場
合
、
判

定
し
に
く
い
点
が
あ
り
、
「
各
・
前
・
全
・
本
・
故
・
同
・
A
7
・
当
・
某
・
脱
・
準
」
な
ど
問
題
に
な
る
。
「
各
位
・
各
界
・
各
自
・
各
所

・
各
人
」
等
の
「
各
」
は
、
後
部
が
非
自
立
語
な
の
で
、
全
体
で
一
語
と
み
る
方
が
よ
い
の
だ
ろ
う
（
と
は
い
え
、

一
語
の
中
で
も
そ

れ
ら
が
く
る
と
ア
型
を
決
め
る
傾
向
が
あ
る
。
「
各
」
な
ら
②
）
。
「
各
個
人
・
各
学
界
」
等
に
な
る
と
、
連
体
詞
と
み
な
す
の
が
普
通
だ

ろ
う
か
。
「
全
員
・
全
盛
・
全
滅
」
等
も
、
後
部
が
非
自
立
な
の
で
一
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
全
額
・
全
会
・
全
村
」
な
ど
は
、
後
部

が
自
立
し
う
る
の
で
中
間
的
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
全
日
本
・
全
学
年
」
等
に
な
る
と
連
体
調
と
み
ら
れ
よ
う
。
そ
う
な
る
と
、
語

19 

基
か
接
辞
か
連
体
詞
か
は
、
使
用
の
頻
度
や
文
字
数
と
関
連
し
て
決
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、

ア
の
上
か
ら
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は
、
連
体
詞
な
ら
、

ア
法
則
に
従
わ
ず
、
各
々
が
別
の
ア
で
連
続
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
（
「
各
」
②
十
「
個
人
」

②
、
「
各
」
②
十
「
学
界
」
⑥
）
。
し
か
し
、
連
体
詞
的
な
も
の
の
中
に
も
、

ア
の
型
を
と
る
も
の
も
あ
る
つ
本
普
請
・
本
舞
台
」
④
）
。

こ
れ
ら
は
む
し
ろ
、

ア
に
よ
っ
て
、
接
辞
か
連
体
詞
か
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

ム
ノ、

以
上
で
、
漢
語
の
内
部
の
ア
に
つ
い
て
の
考
察
は
大
ま
か
に
は
で
き
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
あ
と
、
派
生
語
の
ア
を
考
察
記
述
し

た
い
の
で
あ
る
が
、
紙
数
の
都
合
で
省
か
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
漢
語
は
、
和
語
や
外
来
語
と
と
も
に
日
本
語
の
中
に
存
在
す
る
わ

け
だ
か
ら
、
や
は
り
、
外
来
語
は
も
ち
ろ
ん
和
語
に
つ
い
て
、
漢
語
で
試
み
た
よ
う
な
こ
と
を
行
い
、
そ
の
段
階
で
、
再
び
漢
語
を
見

直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

注
（1
）
金
田
一
春
彦
「
日
本
四
書
古
義
」
和
田
実
「
赤
と
ん
ぼ
」
（
『
国
語
ア
論
叢
』
）
、
桜
井
茂
治
「
漢
語
ア
の
国
語
化
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』

ωの
9
）
等
。

（2
）
奥
村
三
雄
「
漢
語
の
ア
」
（
守
国
語
国
文
』
昭
お
年
1
月
）
等
。

（3
）
京
阪
ア
の
一
音
節
名
詞
は
、
そ
の
母
音
末
尾
を
長
く
ひ
き
の
ば
し
て
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
延
ば
し
方
に
は
い
ろ
い
ろ
の
場
合
が
あ
る
。

例
え
ば
、
佐
久
間
鼎
「
京
都
語
に
お
け
る
ア
」
（
『
音
声
の
研
究
』

4
）
で
は
、
単
語
単
独
の
場
合
と
句
を
構
成
し
た
場
合
と
で
の
ち
が
い
を
、
ア

の
高
低
運
動
に
よ
っ
て
図
示
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
現
象
は
、
準
二
音
節
語
と
い
わ
れ
た
り
し
て
き
た
。
だ
か
ら
、
記
述
の
仕
方
な
ど
に
お
い
て
、

工
夫
が
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
「
音
声
学
的
に
は
た
し
か
に
1
音
節
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
音
韻
論
的
に
は

2
モ
l
ラ
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
日
』
は
ヒ
イ
で
あ
っ
て
、
ク
サ
（
草
）
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
は
い
る
」
と
考
え
る
の
が
よ
さ
そ
う
で

あ
る
（
柴
田
武
「
日
本
語
の
ア
体
系
」
｜
｜
『
国
語
学
』
幻
）
。
金
田
一
春
彦
・
和
田
実
ら
も
、
二
モ
l
ラ
と
し
て
記
述
し
て
い
る
よ
う
だ
。

（
4
）
池
田
要
「
近
畿
ア
の
体
系
L
2国
語
ア
論
叢
）
O

寸
『
課
・
歌
・
紀
・
撹
・
智
・
堵
・
徒
』
の
如
き
、
主
と
し
て
漢
語
系
虚
体
名
詞
に
し
て
比
較
的
日



京阪アクセントからみた漢語の実態

常
の
慣
用
に
疎
き
類
が
短
音
の
億
に
止
ま
る
に
反
し
て
『
胃
・
柄
・
蚊
・
血
・
戸
』
な
ど
主
と
し
て
国
語
系
実
体
名
詞
に
し
て
日
常
生
活
と
の
関
係

密
な
る
類
が
総
べ
て
長
音
化
に
赴
く
と
い
う
顕
著
な
形
勢
が
観
取
さ
れ
る
」

（5
）
長
音
に
つ
い
て
は
議
論
が
多
い
。
有
坂
秀
世
は
、
長
母
音
は
二
重
母
音
と
同
じ
く
、
音
声
学
的
見
地
か
ら
の
み
認
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る

（
『
国
語
音
韻
史
の
研
究
』
似
｜
制
ペ
）
。
金
田
一
春
彦
は
、
「
引
き
音
節
」
と
よ
び
、
一
個
の
音
素
と
認
め
る
。
そ
れ
は
、
鼻
へ
ぬ
く
か
音
を
つ
め

る
か
引
く
か
、
直
後
の
音
節
に
よ
っ
て
決
ま
る
か
直
前
の
音
節
に
よ
っ
て
決
ま
る
か
と
い
う
点
で
撹
促
音
と
違
う
だ
け
で
あ
る
と
す
る
（
「
『
五
億
と

業
苦
』
｜
『
引
き
音
節
』
提
唱
L

｜
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
お
年
1
月）
0

、
浜
田
敦
は
、
調
音
の
分
析
・
発
音
意
図
の
点
か
ら
考
察
し
、
ひ
き
音
節
を

一
個
の
音
韻
と
認
め
難
く
、
又
、
服
部
四
郎
の
よ
う
に
、
長
音
を
母
音
音
節
、
即
ち
モ
l
ラ
と
区
別
す
る
こ
と
に
も
賛
成
で
き
な
い
と
す
る
（
「
国

語
音
韻
体
系
に
お
け
る
長
音
の
位
置
L

｜
『
国
語
学
』
忽
）
。

（6
）

2
表
記
に
つ
い
て
は
早
田
輝
洋
「
日
本
語
諸
方
言
の
ア
」
（
『
N
H
K
文
研
月
報
』
昭
必
年
叩
月
号
）
の
方
式
に
準
ず
る
。
た
だ
し
、
氏
は
一
音
節

に
一
つ
の

Z
を
使
っ
て
い
る
。

注
記
以
外
の
参
考
文
献

宮
地
裕
「
現
代
文
法
・
語
論
」
（
講
座
『
正
し
い
日
本
語
』
巻
五
）
等
。

池
上
禎
造
「
漢
語
の
品
詞
性
L

（
『
国
語
国
文
』
昭
却
年
日
月
）

森
岡
健
二
「
日
本
文
法
体
系
論
」
（
月
刊
『
文
法
』
連
載
）

松
下
大
三
郎
『
標
準
日
本
文
法
』

山
田
孝
雄
『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』

e＆
L
C
 

言
葉
は
沈
黙
か
ら
来
た
り
、
ふ
た
た
び
沈
黙
へ
か
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
国
語
は
、

絶
対
的
言
葉
を
見
出
す
た
め
の
そ
れ
ぞ
れ
の
試
み
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
ピ
カ
l
ト）

（
大
学
院
学
生
）
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